
　
青
山
元
先
生
は
富
士
重
工
業
（
ス

バ
ル
）
で
長
年
、
技
術
者
と
し
て
キ

ャ
リ
ア
を
積
み
、
2
0
1
0
年
4
月

に
埼
玉
工
業
大
学
に
着
任
し
た
。
専

門
分
野
は
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
や
農
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
・
設
計
だ
。

　
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
着
手
し

た
の
は
、
ス
バ
ル
在
職
中
の
1
9
8
9

年
。
以
来
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
実

用
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
長
さ
8
5
0
㎜
、
高
さ
8
5
0
㎜
の

愛
嬌
の
あ
る
ボ
デ
ィ（
左
の
写
真
参

照
）。
こ
れ
が
ビ
ル
の
廊
下
な
ど
共
用

部
分
を
自
走
し
、
ゴ
ミ
を
吸
引
し
て

回
る
。

　
ジ
ャ
イ
ロ
よ
り
、
方
向
を
検
出
し
、

駆
動
輪
の
回
転
数
よ
り
走
行
距
離
を

算
出
す
る
。
更
に
壁
か
ら
の
距
離
も

検
出
し
、
設
定
し
た
コ
ー
ス
を
自
律

的
に
走
行
し
、
フ
ロ
ア
を
く
ま
な
く

清
掃
す
る
。

　
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
の
よ
う
に
赤

外
線
を
利
用
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

昇
降
ボ
タ
ン
を
遠
隔
操
作
し
、
ひ
と

り
で
に
階
を
移
動
し
て
い
く
。「
片
開

き
の
エ
レ
ベ
ー
タ
に
乗
り
込
ま
せ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
左
右
幅
は

7
2
0
㎜
。
実
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

は
、
制
約
あ
り
き
で
す
。
と
も
す
る

と
学
生
の
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
は
夢
が
優

先
さ
れ
ま
す
が
、
実
社
会
で
は
地
に

足
を
つ
け
た
発
想
こ
そ
大
切
」
と
青

山
先
生
は
語
る
。

　
青
山
先
生
が
開
発
し
た
清
掃
ロ
ボ

ッ
ト
は
現
在
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
（
東

京
都
）
や
中
部
国
際
空
港
（
愛
知
県
）

な
ど
で
60
台
以
上
が
稼
働
中
だ
。

　
現
場
経
験
が
豊
富
な
青
山
先
生
だ

け
に
学
生
の
指
導
も
実
践
的
で
、
徹

底
し
て
基
本
を
叩
き
こ
ん
で
い
く
。

自
身
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
惜
し
み
な
く
書

き
出
し
た
機
械
工
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

テ
キ
ス
ト
を
作
る
な
ど
、
厳
し
く
も

温
か
く
指
導
し
て
い
る
。

　「
私
の
研
究
室
で
は
、
満
足
い
く
図

面
が
描
け
る
ま
で
鍛
え
ま
す
。
技
術

者
で
あ
る
以
上
、
図
面
を
見
な
が

ら
、
あ
あ
だ
、
こ
う
だ
と
会
話
で
き

な
け
れ
ば
、
企
業
で
通
用
し
ま
せ
ん

か
ら
」

　
そ
の
作
図
法
は
、
C
A
D
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
設
計
）
で
な
く
、

方
眼
紙
と
2
つ
の
三
角
定
規
を
使
う

基
本
的
な
方
法
だ
。「
手
作
業
で
の

製
図
は
、
描
き
始
め
る
前
に
設
計
方

針
を
立
て
る
の
で
、
考
え
る
力
が
付

く
。
対
し
て
C
A
D
は
簡
単
に
や
り

直
し
が
き
く
た
め
、
方
針
を
考
え
る

こ
と
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
、
力
が

付
か
な
い
」
と
青
山
先
生
の
論
旨
は

明
快
だ
。

清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
者
か
ら

筋
道
立
っ
た
設
計
思
想
を
学
ぶ

　
青
山
研
究
室
で
は
、
ス
バ
ル
な
ど

一
般
の
企
業
に
出
向
き
、見
学
や
研
修

も
頻
繁
に
行
う
。
も
の
づ
く
り
の
現

場
の
息
吹
に
触
れ
て
ほ
し
い
た
め
だ
。

　
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
開
催
中
の
上

海
万
博
に
も
一
定
期
間
出
展
さ
れ
、

現
在
は
研
究
室
に
戻
っ
て
来
て
い
る
。

研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
の
ロ
ボ

ッ
ト
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
な
が
ら
勉

学
に
励
ん
で
い
る
。

◆埼玉工業大学

「ロボットに掃除をさせる」でなく、「掃除機を自動で動かす」という発想が開発のスタート

数々のロボット賞の受賞歴を誇る青山元先生

現
場
に
即
し
て
開
発

さ
れ
た
清
掃
ロ
ボ
ッ
ト

首
尾
一
貫
し
た
設
計
思
想
で

図
面
を
描
け
る
ま
で
鍛
え
る

青山元研究室
工学部ヒューマン・ロボット学科
2011年4月より工学部機械工学科ロボティクス専攻に変わります。

夏休みはOPEN CAMPUSに行こう！
7/24（土）・25（日）
8/7（土）・21（土）・22（日）

埼玉工業大学

内容：模擬授業、研究室探訪、個別相談など
交通：JR高崎線「岡部駅」はじめ複数の駅からの

無料送迎バスあり

〒369-0293 埼玉県深谷市普済寺1690
TEL 048-585-6814（入試専用ダイヤル）

基礎の徹底で成長を実感

●●●●●●●●●●●●●

先輩に
聞く

　企業で活躍された方で、清掃ロボットなどの開
発の功績によって著名なロボット大賞も受賞さ
れているご経歴を知り、青山研究室を志望しまし
た。「基礎を叩き込む」の言葉通り、指導はとても
厳しいですが、それだけ「成長している」と実感で
きます。スバルとの共同研究もこれから本格化し
ていくので、楽しみです。また、ぼくたち全員が内
定を取れるよう、企業の採用担当者へのあいさつ
回りをしてくださるなど、就職活動も親身になっ
て応援してくださいます。

左から
長嶺賢太郎くん
鳥取裕太郎くん
齋藤 要くん
山﨑 諒くん
（ともに3年）

左から
長嶺賢太郎くん
鳥取裕太郎くん
齋藤 要くん
山﨑 諒くん
（ともに3年）

　
ガ
ソ
リ
ン
は
炭
素
（
C
）
を
含
む

た
め
、
エ
ン
ジ
ン
内
で
爆
発
さ
せ
る
、

つ
ま
り
酸
素
（
O
2
）
と
結
合
さ
せ
る

と
二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）が
生
じ
る
。

　
対
し
て
水
素
（
H
2
）
は
炭
素
を
含

ま
な
い
た
め
、酸
素
と
結
合
し
て
も
水

（
H
2
O
）
が
出
る
だ
け
。
こ
の
た
め

水
素
を
使
っ
た
燃
料
電
池
車
は
、〝
究

極
の
エ
コ
カ
ー
〞
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
雑
賀
高
先
生
が
率
い
る
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
室
は
、

こ
の
燃
料
電
池
の
研
究
を
し
て
い
る
。

　
一
般
的
に
燃
料
電
池
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
は
、
水
素
そ
の
も
の
が
使
わ
れ

る
。
し
か
し
水
素
は
、
超
低
温
下
で

3
5
0
〜
7
0
0
気
圧
と
い
う
超
高

圧
で
圧
縮
し
な
い
と
液
化
し
な
い
。

　
液
化
で
き
れ
ば
、
同
じ
エ
ネ
ル
ギ

ー
量
で
も
体
積
を
小
さ
く
で
き
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
搭
載
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
る
ク
ル
マ
に
も
、
タ
ク
シ
ー
の

燃
料
で
あ
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
よ
う

に
ラ
ク
に
積
み
込
め
る
が
、
水
素
の

液
化
は
技
術
的
に
も
安
全
面
に
も
高

い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
雑
賀
先
生
が
目
を
付
け
た

の
が
ア
ン
モ
ニ
ア
（
N
H
3
）。
8
気

圧
強
で
液
化
で
き
る
な
ど
扱
い
が
ラ

ク
で
、
比
較
的
簡
単
に
水
素
と
窒
素

学生の自由な研究を温かく見守る雑賀高先生

に
分
解
で
き
る
た
め
だ
。

　「
ア
ン
モ
ニ
ア
は
天
然
ガ
ス
や
化
石

燃
料
か
ら
合
成
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
家
畜
の
し
尿
や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。
た
だ
、

腐
食
性
が
あ
り
、
燃
料
電
池
の
高
価

な
触
媒
の
機
能
を
低
下
さ
せ
て
し
ま

う
。
残
留
ア
ン
モ
ニ
ア
は
完
全
に
除

去
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
そ
こ
で
雑
賀
先
生
は
、
水
に
溶
け

や
す
い
ア
ン
モ
ニ
ア
の
性
質
に
着
目
。

分
解
し
た
気
体
を
水
に
く
ぐ
ら
せ
る

こ
と
で
残
留
ア
ン
モ
ニ
ア
を
水
に
溶

け
込
ま
せ
、
電
池
の
部
分
へ
の
ア
ン

モ
ニ
ア
の
混
入
を
防
い
だ
の
だ
。

　
雑
賀
先
生
の
工
夫
で
は
、
一
方
で

有
害
な
ア
ン
モ
ニ
ア
水
が
生
じ
て
し

ま
う
が
、
こ
れ
の
無
害
化
も
含
め
た

一
連
の
化
学
反
応
を
行
う
燃
料
電
池

夢
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
の
実
用
化
に
一
歩
前
進

シ
ス
テ
ム
を
す
で
に
開
発
し
て
い
る
。

　「
今
後
は
大
学
院
生
や
学
部
生
が

ク
ル
マ
に
積
み
込
み
、
実
証
実
験
が

始
ま
り
ま
す
」
と
雑
賀
先
生
。
こ
の

ク
ル
マ
は
、
い
わ
ば
〝
動
く
化
学
プ

ラ
ン
ト
〞
と
い
え
よ
う
。
ど
ん
な
デ

ー
タ
が
得
ら
れ
る
か
楽
し
み
が
膨

ら
む
。

　
さ
ら
に
研
究
室
で
は
、
有
力
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
ジ
メ
チ
ル
エ
ー

テ
ル
の
研
究
も
し
て
い
る
。
軽
油
の

代
わ
り
と
し
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
の
燃
料
と
な
る
物
質
だ
が
、
ア

ン
モ
ニ
ア
同
様
、
水
素
を
取
り
出
せ

る
の
で
、
燃
料
電
池
用
に
も
使
え
る
。

　「
エ
ン
ジ
ン
と
燃
料
電
池
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
（
複
合
動
力
）
シ
ス
テ
ム
に

す
る
と
、
例
え
ば
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ

て
も
荷
台
の
冷
蔵
庫
を
冷
や
し
続
け

ら
れ
る
配
送
ト
ラ
ッ
ク
が
で
き
ま
す
」

　
21
世
紀
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

車
の
姿
が
見
え
て
き
た
。

背後にあるのが、手作りの電気自動車。各所に工夫を凝らしてあり、思い入れは強い

●●●●●●●●●●●●●

メカ好きにはたまらない環境

先輩に
聞く

　「クルマが好きで工学院大へ進学しました」と3
人とも口をそろえる。「クルマはどんどん電子化
し、中の仕組みが見えなくなっている。その部分
を知りたくて自動車工学を専攻しました」（浜野く
ん）。「学部4年次に参加した電気自動車による競
技、FCEVプロジェクト。20人のメンバーが一丸と
なり、全国2位になりました」（平野くん）。「将来は、
自動車レースの最高峰であるF1用のマシン設計
に携わり、技術の限界に挑戦したい」（鈴木くん）。
それぞれ夢を抱いている。

平野貴之くん（修士2年）
鈴木健太くん（修士1年）
浜野友紀くん（修士1年）

左から
平野貴之くん（修士2年）
鈴木健太くん（修士1年）
浜野友紀くん（修士1年）

左から

OPEN CAMPUS
7/31（土）・8/1（日）

工学院大学

場所：新宿キャンパス、八王子キャンパス
内容：研究室公開、ミニ実験・ミニ実習、

学食無料体験など盛りだくさん。

◆工学院大学クリーンエネルギーシステム研究室
グローバルエンジニアリング学部

機械創造工学科

TEL 03-3342-1211
〒192-0015 東京都八王子市中野町2665番地1号
八王子キャンパス

新宿キャンパス
〒163-8677 東京都新宿区西新宿1丁目24番2号

扱
い
や
す
い
ア
ン
モ
ニ
ア

か
ら
水
素
を
得
る

実
証
実
験
の
段
階
へ
移
っ
た

動
く
化
学
プ
ラ
ン
ト

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆今月のテーマ
"技術大国"日本を支える
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